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くない場というものがある場合もある。たとえば「梁山伯と祝英台」 （中国を代表する悲恋物語で、中国四大民間説話の一つ（は白族の語り芸（科白部分もあるが、多くが歌で構成されている（でも好んで用いられる題材だが、結婚式では歌ってはいけないという なぜならこの話は、梁山伯と祝英台は愛しあいながらも一緒になること できず、つ には二人とも死んでしまうという内容であり 結婚式で歌うに 縁起が悪いか である。また苗族は、葬式では歌 歌わないという。
では古代中国では、歌はどのようなときにどのような場で歌われたのだろうか。始皇帝の暗殺を燕の太子に
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子産が政務を執るようになってから一年は、 「子産が衣冠や田畑を取り上げた、子産を殺す者がいるなら味







格形成 必要な要素の一つとして音楽を位置づけた。その他にも『論語』には孔子と音楽 関わりを示す話が散見する。述而篇では「子、斉に在り 韶を聞き、三月肉の味を知らず（子在齊聞韶、三月不知肉味
（」と、

























































































に満ちた場で、笑うこと歌うことは相応しくない うのである。逆に、食事のとき、音楽が演奏されているとき は嘆息してはならないという。その理由 つ て鄭玄は 「食に当たりては歎ぜず」に「食には或い楽を以てす、歎所に非ず（食或以樂、非歎所
（」と注する。なぜ食事時に嘆息してはならないかというと、食







「故無くば」の「故」とは、災害や病気、喪葬のことを指す。なぜこれらのことが起きたときには楽器を撤去するのかというと、憂いと楽しみを互いに干渉させないためである。楽器を撤去するということは音楽を奏でないというこ である。つまり、音楽は人を楽しませるものだからこそ、災・患・喪・病 った憂うべき状況のときには相応しくないのである。人を楽しませる性質を持つ音楽は、陰陽でいうと陽に属すともいえるかもしれない。 『礼記』郊特牲は次の
ようにいう。
饗・禘に楽有りて、食・嘗に楽無きは、陰陽の義なり。凡そ飲は、陽気を養うなり。凡そ食は、陰気を養うなり。 ……飲は陽気を養うなり、故に楽有り。食は陰気を養うなり、故に声無し。凡そ声は陽なり。 （饗禘有樂、而食嘗無樂、陰陽之義也。凡飮、養陽氣也 凡食、養陰氣也。……飮、養陽氣也、故有樂。食、養陰氣也、故無聲。凡聲 也。
（
およそ声音は陽に属す。飲み物を主とする饗礼と春の宗廟祭祀である禘祭に音楽を用いるのは、それらが






たことがここか う がえる。そし 歌もまた音楽の一部であり、陽に属す性質だからこそ、陰の儀礼である喪葬の場には相応しくないと考えられたのだろう。
10










































































禁じるという、 『抱朴子』と同じ内容 なってい この秦簡の発見 より、晦日の禁 は儒家が全盛とな漢代以降に生まれたものでなく それ以前から存在していた習俗であることが証明されると同時に、儒家の主
14
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れを天の常に順うという4
。慎む者は得るが、怠る者は失う、これを天常という。天神之□□□□□、皇天は戒
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ある ことが、感情論や道徳論とはまた別の理由による歌の禁忌が存在した可能性を示す のな か、これもまた今後の検討課題 したい
最後に、道を歌いながら歩く者について考えたい。 『礼記』曲礼上は「里に殯有れば、巷歌せず」といい、
これは裏を返せば、もがり（殯（を て る家がなければ日常的 里の道に歌声 響いていた可能性を示 ている。しかし、やはり街中で歌う者は尋常ではない。子どもたちは街角で歌うことが許容されていたが、彼らの歌う童謡さえも往々にして予言性を帯びた。歩き が 「鳳よ鳳よ」と孔子に いかけ のは、狂接輿と
20

























　『詩』が歌われるのは、外交など他国人との宴の場であることが多く、同国人同士の宴では即興の歌も歌われている。なぜ他国人との宴では即興歌ではなく古詩である『詩』が好まれたのかというと、方言差のある他国人と即興歌で掛け合うと歌の意味が伝わらない恐れがあり、そのため誰もが知る『詩』が公用語のような役割をはたしたのではないかと考えられる。詳しくは拙稿「 『左伝』賦詩と春秋時代の『詩 」 （ 『史学』第七七巻第二・三号、二〇〇八年（参照。
（
（
　『論語』陽貨篇「子之武城、 聞弦歌之聲。夫子莞爾而笑曰、 割雞焉用牛刀。子游對曰、 昔者偃也聞諸夫子。曰、 君子學道則愛人、小人學道則易使也。子曰、二三子、偃之言是也。前言戲之耳。 」
（
（


































終日舂薄暮、常與死爲伍。相離三千里、當誰使告女。太后聞之大怒曰、乃欲倚女子邪。乃召趙王誅之。……太后遂斷戚夫人手足、去眼熏耳、飮瘖藥、使居鞠域中、名曰人彘。居數月 乃召惠帝視人彘 帝視而問知其戚夫人、乃大哭、因病、歳餘不能起。使人請太后曰、此非人所爲。臣爲太后子、終不能復治天下。以此日飮爲淫樂 不聽政、七年而崩。 」なお『史記』呂后本紀には、戚夫人を永巷に囚えたとあるのみで、戚夫人がうすつきながら歌う場面は い。
（




















































































林文華「 《上博五・三德》 「入虚毋樂，登丘毋歌，所以爲天禮 考辨」 （簡帛研究二〇〇八年二月二八日（
http://w
w
w
.jianbo.
org/adm
in（/（00（/linw
enhua00（.htm
（
（（
　
たとえば山田直巳の「雲南省大理白族の葬送歌唱
　
永香村踏葬歌」 （ 『アジア民族文化研究』第十号、二〇一〇年
（
をはじ
めとする白族踏葬歌の一連の調査や、 飯島奨『日本上代文学における歌垣の機能に関する一研究』 （専修大学学位（博士（
論文、
二〇一一年（による陝西省紫陽県漢族の歌調査などが挙げられる。
（
（（
　
大野裕司『戦国秦漢出土術数文献の基礎的研究』 （北海道 学出版会、二〇一四年（
。
（
（（
　『論語』微子篇「楚狂接輿歌而過孔子曰、鳳兮、鳳兮、何德之衰。往者不可諫、來者猶可追。已而、已而、今之從政者殆而。孔子下、欲與之言。趨而辟之、不得與之言。 」
（
（（
　
矢嶋美都子『佯狂
　
古代中国人の処世術』 （汲古書院、二〇一三年（
。
（
（（
　『漢書』朱買臣列伝「朱買臣字翁子、呉人也。家貧 好讀書、不治産業、常艾薪樵、賣以給食。擔束薪、行且誦書。其妻亦負戴相隨、數止買臣毋歌嘔道中。買臣愈益疾 、妻羞之、求去。買臣笑曰、我年五十當富貴、今已四十餘矣。女苦日久、待我富貴報女功。妻恚怒曰、如公等、終餓死溝中耳、何能富貴。買臣不能留、即聽去。其後、買臣獨行歌道中、負薪墓間。故妻與夫家
俱
上冢、見買臣饑寒、呼飯飲之。……會稽聞太守且至、發民除道、縣吏並送迎、車百餘乘。入呉界、見其故妻、妻
夫治道。買臣駐車、呼令後車載其夫妻、到太守舍、置園中、給食之 居一月、妻自經死、買臣乞其夫錢、令葬。 」
